
■インプット画⾯

■⼊⼒説明
1) スパンは、⺟屋を⽀持する⼩梁などの間隔。
2)

3) スパンに複数値（２、３、・・・）を⼊⼒すると連続⽀持、１を⼊⼒すると単純⽀持になります。
4) ⺟屋部材の断⾯性能は、鋼構造許容応⼒度設計規準の有効幅厚⽐で算出している。
5) 屋根勾配と⺟屋フランジは必ず平⾏な納まりとする。
6) 荷重条件の⻑期、短期とは建築基準法施⾏令第82条および鋼構造許容応⼒度設計規準による。
7) 分担幅は、⺟屋が分担するべき屋根幅。
8)

9) 部材の検定および結果出⼒は、スパンごと、横座屈区間ごとの個別要素単位に⾏い、検定内容を確認できる。

■アウトプット例

座屈⽌数は、⺟屋の横座屈を拘束する部材の箇所数で、最⼤3カ所とする。なお、胴縁Ｙ⽅向（弱軸）は座屈⽌め部材も⽀持点
としてスパンを⼊⼒する。

当プログラムは、⺟屋に作⽤する主軸とその直交⽅向の２軸を同時に考慮した設計を⾏う。たわみは2軸を対象にした平⽅根の
和として検定する。








